




















を構成している」（柴坂・倉持 , 1998）同年齢ないし年齢の近い他者との関係のことである（高櫻 , 
2007a）。幼児は園生活の中で他児と出会い、遊びを通して仲間との関係を形成していく。その際
の関係性は一様ではなく、単に知っているというレベルから、好意的で親密性を有するレベルまで
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評価された幼児の割合は、年齢間に有意な差が認められ（Fisher's exact test, p<.05）、３歳児でよ
り少なかった。また、中程度（「まぁまぁ」）以上の「親密な友だち」がいると保育者が評価した割








が見られ、３，４歳児よりも５歳児が多かった（子どもの回答：One-way ANOVA, F（2, 46）
=5.353, 保育者：F （２, 55）=7.907, ともに p<.01, 図２）。また、保育者の評価は上限３名だったこ
ともあるが、３歳児と５歳児では保育者よりも子どもの回答する人数が有意に多かった（３歳児：
















































Ꮚ䛹䜒䛾ᅇ⟅ 㻌 ಖ⫱⪅䛻䜘䜛ホ౯ 㻌
ྠᛶ 㻌 ␗ᛶྵ䜐㻌 ྠᛶ 㻌 ␗ᛶྵ䜐㻌
㻟 ṓඣ 㻌 㻢㻤㻚㻤㻌 㻟㻝㻚㻟㻌 㻥㻟㻚㻤㻌 㻢㻚㻟㻌
㻠 ṓඣ 㻌 㻢㻢㻚㻣㻌 㻟㻟㻚㻟㻌 㻥㻡㻚㻣㻌 㻠㻚㻟㻌
㻡 ṓඣ 㻌 㻤㻝㻚㻟㻌 㻝㻤㻚㻤㻌 㻝㻜㻜㻚㻜㻌 㻜㻚㻜㻌



















































































































　【事例４】の H 子と介入者である M 香は保育者から相互に「親密な友だち」という評価されて
いる関係であった。当初 H 子と K 美の２人の意見が対立する場面であったが、そこへ第三者であ
る M 香が介入し、以前の約束事（下線部）について指摘すると、H 子がＫ美の座りたい席に自ら
譲るというやりとりである。４歳児では第三者の子どもの助言・忠告によって、一方が他方の意見
を受け入れ、子ども同士で問題を解決できる場面も見られてくる。ここでは、H 子と M 香は相互






３ 　子どもの回答について、M 香と K 美はインタビュー対象になっていなかったため不明であるが、H 子は
「親密な友だち」として M 香の名前を挙げていた。保育者の評価では、H 子と M 香は相互に「親密な友だち」





　【事例５】の T 太と介入者の S 吉は相互に 「親密な友だち」とインタビューで回答している関係












め一人でござを準備し、そこへ I 男が来て二人でござを敷くことになって敷いたが、T 太は一
人でござ敷きをしたかったようである。T 太が I 男にそれを伝えると、I 男は「二人でやって













４ 　子どもの回答について、T 太と S 吉は相互に「親密な友だち」と認識していた。I 男はインタビュー対象に
なっていなかったため不明であるが、T 太も S 吉もインタビューで「親密な友だち」として I 男の名前を挙げ




「半分 I 男やって、T 太がやる」と言う。S 吉がその案でやれば、けんかしないでできるよ、
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